
地域の脱炭素を推進するためには、地域企業との連携が不可欠です。そのために、地方公共

団体に所属する皆さまが民間企業における「GHG排出量の把握」や「情報開示」、「具体的

な削減計画の立案」について学べるように、「自治体会員」を設けました。自治体会員に所

属する皆さまには、講習受講料や資格試験受験料を割引価格で提供いたします。

炭素会計アドバイザー協会

自治体会員のご案内

炭素会計アドバイザー資格
温室効果ガス（GHG）排出量のネットゼロに取り組む際には、GHG排出量を「いか
に減らすか」が焦点となる一方で、「いかに測るか」も同じくらい重要です。
「炭素会計アドバイザー資格」は、国際ルールに則った正確なGHG排出量の算定
や情報開示に対応できる人材の育成・輩出を目的として創設された民間資格です。
当協会は、脱炭素に向けた取り組みに不可欠な、国際基準に基づくGHG排出量算
定手法の普及を目指しています。

一般価格 5,800円

一般価格 8,800円

申込フォームはこちら



炭素会計アドバイザー資格とは
炭素会計アドバイザー資格は、炭素会計（カーボンアカウンティング）
の分野に携わる企業・組織の担当者が必要となる知識を獲得するための
資格制度です。

環境省認定制度
脱炭素アドバイザー
ベーシックに認定！

環境省認定制度
脱炭素アドバイザー
アドバンストに認定！

環境省認定制度 脱炭素アドバイザー資格について

環境省が「脱炭素アドバイザー資格制度認定ガイドライン」に基づいて、脱炭素に関わる民間資格を認定する制
度。日本全体の脱炭素化推進に向け、適切な知識を備えた人材が「脱炭素アドバイザー」として機能を発揮するた
めに創設。この認定制度は、「ベーシック」、「アドバンスト」、「シニアアドバイザー」の３レベルを設置。

「ベーシック」認定レベル
・脱炭素に関する顧客とのコミュニケーションの前線に立ち、顧客の状況に応じて必要対応を見定める営業職員
・気候変動対応の必要性の説明、脱炭素経営・温室効果ガス排出量削減に関する企業からの相談内容の把握ができる

「アドバンスト」認定レベル
・脱炭素に関する顧客アドバイスの現場において、中核的な役割を果たす職
・脱炭素経営の重要性（リスク・機会）、温室効果ガス排出量の計測方法・削減手法について説明ができる

2023年10月、一般社団法人炭素会計アドバイザー協会は、気候変動
に関する世界的なNGOである一般社団法人CDP Worldwide-Japanの
教育＆トレーニングパートナーに認定されました。

CDPとのパートナーシップを通じて、環境情報開示の重要性を幅広く
理解する人材を育成する教材開発や、サプライチェーン全体の脱炭素
化に向けた支援を行ってまいります。

参考：https://policies.env.go.jp/policy/decarbonization_advisor/
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